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SOMMARIO
 
Il desco da parto di Berlino,opera masaccesca creata subito dopo la“Trinita?”del 1428,e?considerato il
 
primo desco da parto di forma rotonda. Prima di Masaccio, il desco manteneva generalmente la forma
 
poligonale a dodici lati. Penso che su tale cambiamento morfologico ci poteva essere l’influsso della cupola
 
brunelleschiana ad ombrello della Sacrestia di San Lorenzo completata proprio nel 1428. Perche?quello
 
spazio rotondo piuttosto piatto fu suddiviso in dodici spicchi. Ma il desco di Masaccio mostra vari influssi
 
delle opere pisane di Tino riguardanti Arrigo VII. Per esempio la sottolineatura in diversi punti del concetto
 
di numero 3,gia?notata anche all’opera precedente,la“Trinita?”,pure questa volta e?accertabile,ma questa volta
 
dentro la forma rotonda,e questo aspetto peculiare mi fa pensare l’entita?artistica del Fonte battensimale di
 
Tino,di forma appunto rotonda e suddivisa in tre,sia a livello della base che a quello della vasca. Era opera
 
creata per preparare l’arrivo a Pisa del nuovo imperatore Arrigo,e simboleggiante l’avvento del Terzo Stato,
cioe?dello Spirito Santo secondo il concetto gioachimita. Sia la madre a letto che la donna abbracciante il
 
neonato del recto del desco sembrano tristi come quelle viste alla formella nonfinta di Tino raffigurante la
 
Nascita di Cristo,opera fatta subito dopo la scomparsa di Arrigo VII. Sempre sul recto,e?raffigurata,a destra,
la camera da letto dove giace la madre. E si vede che lı?, dietro il letto, sia appeso un velario lussuoso
 
raffigurante una serie di scudetti. Tale circostanza mi sembra si rispecchi l’esistenza dell’affresco raffigurante
 
velario in forma di scudetti sulla parete circondante il pianterreno della tomba imperiale nel Duomo pisano.
I gruppi delle figure stanti sia femminili che maschili appaiono sotto gli archi e questi personaggi dignitosi,e
 
benvestiti,sembrano riflettere le statue dei cortigiani di Arrigo VII poste al primo piano della tomba imperiale
 
pisana. Tra gli archi del pianterreno e il primo piano di chiostro appaiono le zone triangolari. Al centro
 
di ognuno di essi appare il motivo ornamentale bianco e nero in forma di triangolo appiattito,cavato dentro
 
coi buchettini. Tale motivo decorativo penso che derivi da quello messo tra gli archetti sul prospetto del
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 sarcofago di Arrigo VII. Al verso del desco e?raffigurato un bimbo nudo che si giuoca sul prato con un
 
cagnolino. E su questa raffigurazione,sia i putti vivaci apparsi tra gli acanti delle colonne tortili della tomba
 
imperiale pisana che la faccina paffuta di un bimbo in mezzo al grande fiore costituente una delle formelle della
 
volta a botte di detta tomba,penso,potevano influenzare. Per quanto riguarda la raffigurazione vegetale di
 
detto prato le singole erbe non seguono l’osservazione diretta e naturale ma le forme piuttosto artificiali e
 
simmetriche. Ed alcune sembrano che si riflettino proprio la decorazione marginale delle gia?citate formelle
 
marmoree. Di tali formelle i motivi ornamentali di fiore e di putto rappresentavano determinato senso
 
simbolico,e soprattutto l’ideologia proposta da Gioacchino da Fiore. Perche?secondo il santo calabrese,il
 
Terzo Stato rappresentato dallo Spirito Santo che viene dopo quello di Padre e di Figlio,e?pure espresso come
 
lo Stato di Fanciullo che viene dopo quello di Vecchio e di Giovane. Masaccio, con ogni probabilita?,
arrivando alla vera comprensione di ragione di forza e di splendore di detta tomba imperiale pisana quale
 
riflesso del concetto gioacchimita mirante l’avvento del nuovo mondo,e condividendo tale idea gioacchimita,
dovette riflettere varii fattori artistici affascinanti visti lı?,sul desco da parto ora da realizzare come simbolo
 
della nascita di nuova vita,e in fondo come simbolo dell’arrivo del mondo nuovo e migliore.
Nell’ultimo capitolo di questo scritto mirante a chiarificare l’influsso esercitato dalla tomba di Arrigo VII
 
sul desco da parto di Masaccio, analizzo due deschi da parto influenzati da quest’ultimo, del fratello di
 
Masaccio,detto lo Scheggia. E trovando anche in questi deschi dello Scheggia,vari aspetti provenienti dalla
 
tomba imperiale pisana,si arriva,di conseguenza,a riaffermare il fatto di grande dipendenza del desco da parto
 
di Berlino da quella fonte artistica luminosa,cioe?dalla tomba imperiale pisana.
１．序
前稿ではウッフィーツィ美術館在のマサッチョの
小作品「カジーニ枢機卿の為の聖母子」（図 36）に対
するピサ大聖堂内 1315年ティーノ・ディ・カマイー
ノ作皇帝ハインリッヒ七世の墓の影響につき検討し
たが、本稿ではマサッチョがフィレンツェのサン
タ・マリア・ノヴェッラ教会に於ける「聖三位一体」
（図 3）を完成し、1428年前半ローマに移る直前に
制作したと思われるテンペラの板絵、ベルリン美術
館在の「デスコ・ダ・パルト（誕生盆）」（図 1、2）
に対するピサの皇帝ハインリッヒ七世関連の作品
群、わけても帝墓（図 13）から来る影響の強さにつ
き分析し、又あわせて同デスコ・ダ・パルトを介し、
マサッチョの実弟ジョヴァンニ・ディ・セール・ジョ
ヴァンニ、通称ロ・スケッジャ作の二つのデスコ・
ダ・パルト（図 32、33、34）に対して果たしたピサ
の帝墓芸術から来る影響についても検討しようとす
るものである。
２．マサッチョ作デスコ・ダ・パルト「生
誕」へのフィレンツェ芸術からの影響
1883年ベルリンのカイザー・フリードリッヒ美術
館がサンジョヴァンニ・ヴァルダルノのセバスティ
アーノ・チャンピ教授旧蔵のものとして購入した、
直径 56センチ、表面に生誕場面（図 1）、裏面に仔犬
と遊ぶ童児を描く（図 2）円形のデスコ・ダ・パルト
（誕生盆）は既に 1834年、ゲラルディ・ドラゴマン
ニによりマサッチョ作とされたものである（注 1）。
その後ボーデ、ヴェントゥーリ、サルミ、ロンギ、
ベレンソン、バルディーニ、ベルティ、パッロンキ、
カザッツァ等によりマサッチョ説は支持されて来た
（注 2）。大かたの研究者が考える如くやはりマサッ
チョが 1428年、サンタ・マリア・ノヴェッラ教会壁
面のフレスコ「聖三位一体」（図 3）を完成しローマ
ヘ渡る直前に制作したトスカナ期最後の作とされよ
う。その表面で教会付属の修道院の回廊が精緻なる
線遠近法で描写され、「聖三位一体」でブルネッレス
キ的遠近法を明快に示した直後のマサッチョの同様
の芸術意志が、この愛すべき小作品にも反映してい
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ると思われる。又とりわけ注目すべきは教会の回廊
を舞台とした点であろう。マサッチョが聖堂内にフ
レスコ画を施したサンタ・マリア・ノヴェッラ教会、
そのまさしく裏の空間ではパオロ・ウッチェッロが
「創世記」の場面をヴェネツィアに 1425年 8月に移
住する直前に作製した「キオストロ・ヴェルデ（緑
の回廊）」（図 4、5）が存在し（注 3）、マサッチョが
1428年に「聖三位一体」を描く時点で既に気がかり
な個所であったことからして、当デスコ・ダ・パル
トで教会の回廊という特殊な舞台が設定されたもの
と考えられるからである。仔細に分析すると生誕場
面を表わす部屋の奥、アーチ状壁面にフレスコが施
され（図 1）、そこには果樹園画らしきものが見届け
られる。光は乏しく色調は暗欝、全体に茶色味がかっ
ている。その木々を示した奥行きの乏しい場面の
トーン、そして形状の全体が、パオロ・ウッチェッ
ロがキオストロ・ヴェルデで 1425年夏迄に壁画を制
作したアーチ状壁面、緑、茶の色調を主に薄暗く繰
り広げた「動物の創造」（図 4）、「アダムとイヴの創
造」（図 4、5）、「原罪」（図 5）（注 4）に近いものと
して読みとれるのではないかと思われる。パオロに
よる植物表現はジェンティーレ・ダ・ファブリアー
ノの「三王礼拝」（1423年完成）やクワラテジ家への
第二の祭壇画（1425年 5月完成）に於ける快活な、
国際ゴシック的、そしてより自然主義的で活き活き
した色彩表現とは異なるものであった。
さて今フィレンツェでデスコ・ダ・パルトという
作品を個人の祝いの品として制作すべく託されたマ
サッチョであるが、在来同芸術ジャンルが正多角形
で正十二角形を基調として来たという流れを打ち破
り、恐らく初めて完全な円形、トンドの形式とした
とベルティは考えた（注 5）。例えばバルジェッロ美
術館にある「パリス審判の画家」によるトンドの結
婚祝賀板は 1430年代のものである（注 6）。マサッ
チョがトンド作品とした経緯には様々の要因が考え
られよう。例えば彼がフィレンツェで直近の 1427年
関わったマゾリーノとの協同作品、カルミネ教会ブ
ランカッチ礼拝堂フレスコ画で、奥の窓の左右の縁
にマゾリーノが円形枠を伴い男女の顔それぞれを描
いた（図 19）こと（注 7）は当然影響を与え得たも
のと思われる。そしてマサッチョは今カルミネ教会
のフレスコ画につき回想する中、自らがマゾリーノ
と相競う形で進めたアダムとイヴの場面に関し、マ
ゾリーノのもの（図 6）は豊かな金髪からなる麗しい
女の頭部を強調した蛇が効果的に木にまとわりつく
姿をはじめ、キオストロ・ヴェルデに於けるウッ
チェッロ作の「原罪」（図 5）から来る内容、構図、
優美な様式を具体的に参照してなされたものである
ことについても再認識した筈である。このようにし
てサンタ・マリア・ノヴェッラ教会回廊のウッチェッ
ロ作品へのマサッチョ自らの視線を強める中、本ト
ンド画が形成されて行ったものと思われる。そして
その点は小板絵の表面のみならず裏面の芸術内容を
見ても認識し得ると思われる。主として深緑色の色
調から成る裏面では裸の童児が草むらで仔犬をさと
すかの姿で表わされている（図 2）。人物と動物だけ
が暗い全体の中、唯一明るい色調と言えるが、これ
は当時マサッチョが見ることの出来たキオストロ・
ヴェルデのウッチェッロ作の創世記場面、それにマ
ゾリーノのブランカッチ礼拝堂「原罪」（図 6）の場
面の基調を織り成していたものである。そしてウッ
チェッロ作の「創造」に於ける、膝を折り曲げたア
ダムの裸身（図 4）が丈の低い草の茂る野原に登場し
た様は、板絵の童児の全裸の姿（図 2）に反映するが
如くである。仔犬に対し幼児がさとす指の仕草をな
す点に関して言えば、ウッチェッロの「創造図」の
父なる神とその前でうやうやしく敬意を示す姿で表
わされる諸動物（図 4）、又イヴの姿（図 5）の反映
を見出すことが出来るようでもある。
ゲラルディ・ドラゴマンニは表面が聖母マリアの
生誕場面を示すとし、僣主アテネ公がフィレンツェ
で実権を獲得し、かつ又追放された日ともなった 5
月 14日、既ち聖アンナの日を表すデスコ・ダ・パル
トであるとした。そして裏面で彼が白テンと見た小
動物の従順な姿は僣主の市に対するへつらいを象徴
するものとして見たてた。しかし小動物は実際には
仔犬であり、又表面の主テーマも聖母マリア以外の
乳児の生誕場面とされるべきであろう。画面中央近
くにフィレンツェの旗を横にかざし、男女それぞれ
人物立像群を伴う場面にはむしろフィレンツェの守
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護聖人、洗礼者ヨハネの大祭でにぎわう洗礼堂前広
場を描いた 1410年代のジョヴァンニ・トスカーニ作
画のカッソーネ（衣裳用の長持ち）（図 7）（注 8）の
影響が存在する可能性もあろう。スパイクは当トン
ド画にはドナテッロの 1425年頃の作、シェナ洗礼盤
内の「ヘロデ王の宴会」（図 8）の精緻なる遠近法的
構図の影響があり、それ故ドナテッロが原図をマ
サッチョに与えたものであると述べている（注 9）。
こうした極端な解釈をするよりも、今我々には、同
レリーフがそこに洗礼者ヨハネの首を乗せた円形の
盆を二度も表現し、血なまぐささを強調していたの
を見たマサッチョが、生の讃歌たる円い盆としての
デスコ・ダ・パルトを発案、しかもフレンツェの守
護聖者、洗礼者の大祭を表現しようとしたのではな
いかと思われる。
３．ピサ芸術からの影響
マサッチョのローマへ出発直前の作デスコ・ダ・
パルトに、フィレンツェの既に在る優れた芸術の有
効な影響を見出すことは様々可能であろう。しかし
何よりこの作品では自らが完成したばかりの「聖三
位一体」（図 3）の芸術特性が際立って反映した筈で
あり、その一つが遠近法の件であった。その他に「聖
三位一体」から来る要素としては何が考えられるで
あろうか。
教会付属のキオストロを表わしたトンド画表面で
は左右三つの大きなアーチが支配している。中でも
中央はアーチが完全に欠くことなく表わされてい
る。これは「聖三位一体」の主構図として、中央に
堂々展開した樽型アーチによる礼拝堂の描出を反映
させるが如くである。又トンド画は上下に関しても
三分割され、三層の中でも中央のそれが最も大きく
空間を占めている（注 10）。要するに全体として三と
いう数字に対する意識が強く存在し、機能している
のである。直近にマサッチョが「聖三位一体」の図
を三という数への格別の配慮のもと見事なバランス
感覚で構成したことの余韻が未だ漂うかの如くであ
る。三という数への執着ぶりは回廊を形成するアー
チとアーチ、そして上階の前壁との間に登場する三
角狭間の装飾パターンとして白と黒の大理石で組立
てられる平たい逆三角形が、他ならずも三回出現す
るという細かい点にまで見届けることが出来るので
ある。
死の肉体表現を大胆に取扱ったマサッチョの〝墓
碑芸術"たる「聖三位一体」に於てはカンポサント
のブッファルマッコ作「死の勝利」のフレスコ画や
1360年代の「ヴァッケッタ・ピサーナ」というミニ
アチュールをはじめとしてピサ中世芸術、わけても
ティーノ作「聖ラニエリの墓」や皇帝ハインリッヒ
七世の墓からの影響が色濃く機能したという点を既
に我々は見て来た（注 11）。それ故当デスコ・ダ・パ
ルトに於てもピサ芸術、ティーノの芸術から来る影
響が作品の特性、魅力を形成したことが予測され、
そうした点につき検討すべきであると思われる。
マサッチョははピサ滞在中、ピサ派の説教壇芸術
への関心を深める中で、そのプランが洗礼堂のニ
コーラ・ピサーノのものが正六角形、ニューラ及び
ジョバンニ・ピサーノやアルノルフォ・ディ・カン
ピオ等の合作たるシエナ大聖堂のものでは正八角
形、ピサ大聖堂のものでは円形（図 9）と種々あるこ
とに興味をひかれた筈である。この正多角形プラン
から正円プランへの変容という点を新機軸としてデ
スコ・ダ・パルトの芸術に反映させんとしたものと
まずは考えられるのではなかろうか。そしてピサ大
聖堂のジョヴァンニ・ピサーノのもの（図 9）ではそ
の第一パネルでは他の説教壇に登場しない「洗礼者
ヨハネの誕生」の場面（図 10）が存在することにも
格別関心を注がれたと思われる。母エリザベッタが
顔を下向きに横たわる姿に着目し、その印象から当
デスコ・ダ・パルトの生誕場面の横たわる女性の様
に反映させたということが考えられる。だが我々は
既に「アントニオ・カジーニへの小聖母子」（図 36）
を通じ見たようにマサッチョはティーノの 1314年
作の未完成パネル「キリストの降誕」（図 12）にも着
目していた（注 12）。そこにはまさしくジョヴァン
ニ・ピサーノの「洗礼者ヨハネの誕生」同様床の中
で顔を下方にして横たわる母の姿が表現されていた
のである。それ故本小トンド画はマサッチョがピサ
滞在中見た二つのいずれも優れた浮彫パネルが影響
を発揮したものとして判断されよう。そして他の細
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部でもこの両名の浮彫芸術が小トンド画に影響を繰
りひろげ得たものと思われる。出産直後の伏して横
たわる母の姿、その手前、うつむいた侍女により抱
かれる乳児の姿、又「カジーニの聖母子」同様赤サ
ンゴを乳児は伴ない、それは血を象徴しキリストの
犠牲を暗示するものであったこと等を見ると、トン
ドの生誕場面にはどこか悲哀の情が漂うのも事実で
ある。こうしたことからもジョヴァンニ・ピサーノ
のピサ説教壇に於ける「嬰児虐殺」（図 11）のパネル
内、亡き子を抱く母親の姿、又ティーノの「キリス
ト降臨」のパネルに於ける〝聖母子"の悲しげな表
情（注 13）、これらが影響を及ぼしたものとして考え
られるのではあるまいか。マサッチョが観察したピ
サ大聖堂内のジョヴァンニの説教壇、その奥にはキ
リストの死を象徴するティーノ作の帝墓（図 13）が
ひかえていた。又他方ピサでティーノの未完のパネ
ルの美にも魅せられたであろうマサッチョである
が、そこにキリストの犠牲を暗示する漂う寂寥感、
ティーノ作の帝墓への前ぶれ的なものを見てとった
筈でもあり（注 14）、そうした点からして当トンド画
に対しても「カジーニの聖母」に於て見たのと同じ
くピサの帝墓芸術が直接、間接、影響を発揮した可
能性が既に予想され得るのである。だがその分析に
具体的に入る前に、トンド型式のデスコ・ダ・パル
トをフィレンツェでマサッチョが発案するに当りこ
れ又影響を与え得たピサ大聖堂内のティーノのもう
一つの重要作品について言及しておかねばならない
であろう。三という数字が縦横に展開するマサッ
チョの作であるという点が既に強調されたが、
ティーノが 1312年完成した洗礼盤の基台部が円形
トンドを基調とし、正三角形と重なり合う特殊形を
示していたということ（図 14）、又水盤本体もトンド
プランをなし、その外周は左右に三分割されていた
ということ（図 15）、全体は上下方向に三層構造を示
すモニュメントであったこと（図 15）等ことごとく
三という数字へのこだわりが追求され、この点マ
サッチョに注目され得た筈なのである。単に聖三位
一体を象徴するのみならず、ピサに到着する新皇帝
を迎える記念碑、とりわけ父と子に続く聖霊、第三
の段階の到来を祈念するフィオーレのヨアキム的理
念を体現する魅力的作品であった（注 15）。それ故こ
うしたティーノの洗礼盤の際立つ特性を反映するも
のとしてマサッチョは、トンド表面に三という数字
のコンセプトを張り巡らし、新時代の到来を象徴す
る生誕図を、そしてあたかも洗礼の主人公の如く、
たくましい裸体の童児を裏面中央に表現したと考え
られるのではあるまいか。マサッチョのデスコ・ダ・
パルトに対するティーノの洗礼盤から来る影響は、
例えばトンド内で三回くり返される三角形の装飾パ
ターン（図 1）の如きものにも認められようが、こう
した点は皇帝ハインリッヒ七世関連の芸術へのマ
サッチョの熱き視線につき我々に知らしめ、ピサ大
聖堂内の栄光的部位、中央アプス部に見極めた帝に
捧げられる最大の記念碑、帝墓から来る芸術的影響
をトンド画という小規模の世界に於てもマサッチョ
が積極的に受け入れんとしたであろう点につき示唆
するのである。
４．デスコ・ダ・パルト表面への帝墓からの
影響
ピサ大聖堂内でマサッチョが「洗礼者ヨハネの誕
生」、「嬰児虎殺」等のレリーフを見極めた筈のジョ
ヴァンニ・ピサーノ作説教壇（図 9）の本来の位置は、
1595年アドリアーノ・デッロステが為した図により
知ることが出来る（注 16）。身廊部左手に設置されて
いる今日の状況とは異なり、中央アプスにより近く、
内陣障壁の外側右よりに置かれていた。そこからは
中央アプスに設置されていた帝墓（図 13）は細部の
装飾パターンに至る迄良く見届けられた筈である。
1990年代に入りピサ大聖堂中央アプス部で、16世紀
に設置された絵画の下の本来の壁面調査が行われ、
その結果ティーノ作の帝墓を迎えた壁面で帝墓を囲
み左右にフレスコが施されていた痕跡が出現した。
楯の形を細くそこにモティーフとして表した皮製の
どん帳が張られた様がフレスコで表わされ、一部に
は皇帝の紋章そのものを直接表わした部位も出現し
たのである（注 17）。そもそも帝墓自身塗金が施され
（図 16）、彩色を伴う部分も存在していたこと（注
18）が知られていたが、それ故にも全体は建築、彫
刻のみならず絵画的色彩性、装飾性の豊かさを多大
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に発揮するものであったことが一層明確化されるに
至った。こうした帝墓に関する我々の最新知見に基
づきマサッチョ作のトンド画を見てみると、表面（図
1）、アーチ構造を示す右側空間内、母親が伏す寝台
の奥に吊されたどん帳の様子は大聖堂中央アプス部
の壁に帝墓を囲み左右に施されたフレスコ画の内
容、即ち小さな楯形の紋章を連続的に表現したどん
帳の姿にまさしく一致するのに気づかされるのであ
る。我子を出産したばかりの母が横たわる寝所を表
わした空間内、その前面に於て死の象徴、赤いサン
ゴの首飾りをした乳児はその子に対し強く前かがみ
で向う女性によって抱かれ、そこはかとない悲しみ
の情感が流れている。一方場面は高級な寝具、豪華
などん帳、壁画を伴い品格あるゆったりとした衣裳
をまとう一人の立ち姿の婦人により前方が占めら
れ、壮重、厳粛な雰囲気がもたらされている。これ
らにはピサ大聖堂内で各層から成る皇帝ハインリッ
ヒ七世の墓が総体として訴えていた記念碑的印象に
近いものを認めることが出来よう。帝墓では皇帝の
墓本体を迎えた一階層の寝室で石棺上横たわる寝像
の背後に二体の立像が登場していた（図 13）。その状
況をマサッチョは伏せる母親の後方に立つ二人の女
性に反映させたかのようである。帝墓の石棺前面で
は小アーチの連続帯が展開する中、十二使徒の浮彫
が登場したが（図 16）、各小アーチと石棺の上辺の枠
とによって形成される三角狭間内には三つの小さな
穴がうがたれ、幾つかのものはマサッチョがデス
コ・ダ・パルトで表すキオストロの柱上の、三角状
小空間を埋めた装飾パターンにかなり近似してい
る。マサッチョはフィレンツェの洗礼堂やサンミニ
アト・アル・モンテ教会等のロマネスク建築の外壁
の装飾パターンを基にこうした意匠性を展開したも
のと在来考えられて来たが（注 19）、実際にはロマネ
スクでもピサ・ロマネスクのピサ洗礼堂、ディオティ
サルヴィによる外壁（注 20）に一層近似したモ
ティーフがある（図 18）ことに気づかされるのであ
る。わけても円形プランのピサ洗礼堂への回想は本
〝トンド"画が生誕場面を扱うこと、それから裏面
に裸体の童児を強調することからしても大いに可能
性を持った筈である。いずれにせよ我々はピサ・ロ
マネスク建築並びにその影響としてのティーノ作の
皇帝の墓の石棺の意匠性、それらマサッチョがフィ
レンツェに戻る直前にピサで見届けた具体的なもの
の影響として、その特異な装飾パターンに至る迄、
認識することが出来ると思われるのである。
その他にもトンド画の表面に於て、ピサの帝墓か
ら生ずる要因として考察するべきものが存在すると
思われる。中央及び左のアーチ内ではそれぞれ男女
五名ずつ、いずれも見事な衣裳をまとい登場し、右
アーチ内で展開する主場面に向い歩を進めている。
ピサの帝墓の第二層では皇帝座像を中心に左右三体
ずつの廷臣立像が存在していた（図 13、17）。それら
は堂々たる肖像群であったがとりわけ今トンド内の
男性群中にマサッチョ自身の自画像が出現すること
がベルティにより指摘される中（注 21）、群像のピサ
の廷臣群立像から来る影響についても考慮し得るの
ではないかと思われる。特にデスコ・ダ・パルトの
男性群では誕生盆を持つ二人が、又女性群では最奥
の黒衣の二人が僧服をまとうが、ピサの廷臣群でも
僧籍にある者二名が登場していたことが格別想起さ
せられるからである。
５．デスコ・ダ・パルト裏面への帝墓からの
影響
では草上にたくましい童児の裸体と仔犬を表わし
た裏面については、ピサの帝墓に通じて行く要素と
していかなるものが存在するのであろうか。デス
コ・ダ・パルトの芸術に於て革新的なトンド型式を
導入したマサッチョであるが、トンド画という点で
は直近、フィレンツェでたずさわったブランカッチ
礼拝堂の窓の縁部フレスコ中、マゾリーノに制作が
託された男女の魅力的な〝イマーゴ・クリペアータ"
（図 19）から来るインスピレーションが機能し、本
誕生盆裏面の童児の力強い表現に結びつくという点
がまずは考えられるであろう。イマーゴ・クリペアー
タといえばピサ滞在中マサッチョは古代ローマの石
棺前面その中央に、天国の象徴形である正円内に墓
の主の肖像が胸あたり迄表わされて登場し、それが
左右の翼をはやした一対のエローティ（プット）に
よって支えられるのを数多く見届けていた筈であ
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る。中でもピサのカンポサントにある幾つかのもの
（図 20）（注 22）、又十二世紀創建のサンパオロ・ア・
リーパ・ダルノ教会門上に取り込まれたもの（図 21）
（注 23）はマサッチョが観察し得た秀品として重要
であると思う。オルソンによればマサッチョの本作
品に於ける裸体童児の表現は、古代ローマの石棺で
イマーゴ・クリペアータを支え表わされた、栄光、
勝利をたたえ、魂を天に運ぶ有翼のエローティ、な
いし勝利神ヴィクトリーの姿を反映するものとして
いる（注 24）。即ち力と勝利の象徴としてたくましい
童児がついに無翼となってトンド形の誕生盆に描か
れたものと見立てられるのである。そして同じ頃の
フィレンツェに於けるデスコ・ダ・パルトの代表作、
1428年 4月 25日の年記を伴う、かつてロレンツォ・
モナコの協力者であったバルトロメオ・ディ・フル
オズィーノの正十二角形のもの（図 22）の裏面（図
23）に於ても無翼の裸体の童児が大きく、この度は
武器を伴って中央に描かれるのを見届けることが出
来るのである（注 25）。フィレンツェの上流社会で定
まった世俗的風習たる誕生盆は新婚夫婦に対し、
様々のタイミングで贈られたと考えられる。出産の
折というよりもむしろ結婚の際、又妊娠の際に、男
子の出生を祈念して贈られる場合が多く、その結果
子の出来なかった夫妻の財産目録に記載される場合
もあり得た（注 26）。それ故にもこうした誕生盆裏面
に描かれた無翼の男児は力と勝利の象徴であり、結
婚の目的たる家系を正しく受けつぐ男子の出生を祈
願する目的で登場したと言えよう。従ってそれは盆
の表側で表わされた誕生説話画の主人公たる新生児
とは直接結びつかず、又贈られた夫婦の間に生れた
実際の子の肖像というものでもなかったのである
（注 27）。
いずれにせよマサッチョが誕生盆芸術の新境地と
して在来の正多角形より脱しトンド形式を発案した
のには、ピサで観察した古代ローマの石棺、そのイ
マーゴ・クリペアータから来るものがあり得たこと
はトンド画裏面の童児のたくましい姿が石棺に於け
る躍動感ある有翼のプット（図 20、21）に多分に通
じることからしても考えられると思う。ちなみに同
時期まさしく古代ローマ石棺に登場するイマーゴ・
クリペアータを抱く一対の有翼のエローティという
モティーフへの熱き視線がオルサンミケーレ教会で
ドナテッロが 1422年以降制作のグエルフ党のタベ
ルナーコロ（図 24）に反映し（注 28）、以後ルネッ
サンスのモニュメントに反映して行くことを我々は
知っているからでもある（注 29）。
だがたくましい裸体童児の表現であるが、古代芸
術から来るものと同様にピサの中世芸術、とりわけ
ティーノ作の帝墓第一層、聖バルトロメオの祭壇の
左右に存在していた螺旋円柱のアカンサスの葉の繁
茂する中、エネルギッシュに幾多の裸身の動きを展
開した有翼、無翼のプット達、亡き帝の魂を天上世
界に運ぶそれらの存在（注 30）がマサッチョに想起
された筈とも思われる。わけても現在ピサ大聖堂付
属美術館に収められた螺旋円柱ではヘラクレスがラ
イオンと格闘する場面が登場するが（図 25）、草むら
で童児が仔犬と対峠する当トンド裏面の構図に反映
したとも考えられるのではあるまいか。いずれにせ
よ螺旋柱がそもそも円柱であったことからマサッ
チョが新機軸のトンド芸術を考察する際、それらを
分析対象となし得たものと考えられる。ピサ大聖堂
中央アプス部ではこれら魅力的な柱が支える樽型
アーチの内部、その奥には帝墓の本体的部位、即ち
石棺上の帝の横臥像を受け入れる寝室が存在してい
た（図 13）。そしてアーチ状天井部をおおっていた一
連の見事な大理石レリーフ板のうちの二枚、いずれ
もティーノによる優れた意匠性を発揮した装飾芸術
を私は個人コレクションに発見し、1993年以来発表
して来た（注 31）。どちらも肉厚の大輪の花を与えら
れた枢形空間内に目一杯大きく一輪開花させてい
る。そしてそれぞれの花は円弧にこそ囲まれないも
のの構図的には概略としてトンドの形状を印象づけ
ていた。それ故、とりわけ丸々と太った童児の顔を
花の中央に表した石板の方（図 26）はマサッチョが
今トンド裏面中央にヘラクレスの如きたくましい子
供を描くのに、螺旋円柱同様豊かな示唆を与えたも
のと思われる。一連の大理石板は重要な象徴的意味
を発揮する装飾から成立していた（注 32）。例えば今
見た童児のたくましくも愛らしい顔であるが、皇帝
ハインリッヒ七世の到来をピサをはじめダンテ、イ
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タリアのギベリン派がフィオーレのヨアキム的歴史
観のもと、父と子に続く聖霊、即ち第三の段階、愛、
自由、友情からなるユートピア到来と見立てたこと
の象徴であった。フィオーレのヨアキムによれば第
三の段階は老人と若者に続く幼児の段階ともされて
いたからである（注 33）。当然生命感あふれる花のモ
ティーフはそれ自体帝墓の根本理念としてのフィ
オーレ（花）のヨアキム主義を示唆するものであっ
た。装飾モティーフとしての植物表現は石板の縁辺
部に於ても見られ、それはパルメッタの特殊型と海
神ネプチューンの象徴、三叉の矛が相交互して展開
するというものであった（図 26、27）。かかる古典的
モティーフであるが、実はティーノがピサ大聖堂内、
帝墓を設置する後陣部からその存在を認めることの
出来た、紀元二世紀のローマのネプチューンの神殿
に由来する一連の石板、内陣障壁として十二世紀に
グリエルモの工房により再利用された優れた浮彫
（図 28）に発していた（注 34）。マサッチョはティー
ノの帝墓に於ける石板と内陣障壁の芸術との間に装
飾的関連性のあることを察知し、同障壁の外陣に
向っての面、即ちグリエルモ工房作なる面（図 29）
をも含み仔細に分析を行なったものと思われる。そ
もそも同障壁はピサ滞在中マサッチョが鋭く観察し
ていたジョヴァンニ・ピサーノ作説教壇の背後に接
する如く存在していたものである。それが優れた古
代的装飾による二世紀の作なる裏面から成り、又十
二世紀のロマネスクの作なる表面を示すことには当
然強い関心を注いだ筈であるが、ジョヴァンニの説
教壇が円型プランを強調する点との関連性からして
も、隣接の内陣障壁の各パネルにそれぞれ見事なト
ンドが抽象的花柄文様を迎え（注 35）、登場する点に
マサッチョはことさら思いを至したものと思われ
る。ピサ大聖堂内で考察されるこうした一連の優れ
たトンド芸術、即ちグリエルモ工房の内陣障壁表面、
ジョヴァンニ・ピサーノ作説教壇、ティーノ作洗礼
盤、ティーノ作帝墓の螺旋円柱、そして石板、さら
に大聖堂外ではカンポサントやサンパオロ・ア・リー
パ・ダルノ教会で見出すことの出来た古代ローマ石
棺前面のイマーゴ・クリペアータ、こうしたものか
ら、複合的、重層的刺激を受けマサッチョはフィレ
ンツェ帰還後自らの優れた芸術創造の一大源泉とし
て認めたピサへの思いをつのらせつつ、トンド芸術
の新機軸としてここにデスコ・ダ・パルトを結実さ
せたものと思われる。
いかにピサ滞在時、マサッチョが古代より十四世
紀迄の優れた芸術の集積するピサ大聖堂、とりわけ
その内陣及びその周辺に鋭く観察を行っていたかを
認識させる一件として、考察中のトンド画裏面（図
2）、童児が仔犬と遊ぶ草むらに施された一本一本の
植物の表現が、決して自然観察によるものではなく、
左右対称的で概略的、極めて人為的なデザイン性に
より支配されている点があると思われる。それらは
ピサ大聖堂内陣障壁の表面（図 29）及び裏面（図 28）、
そして又ティーノ作帝墓内のニッチの天井部をお
おった石板の前方縁辺部（図 27）に登場する横ひろ
がりに展開するパルメッタの特殊型、いずれも人為
的で左右対称的構図からなる古典的ないしロマネス
ク的植物装飾、そのデザイン性を反映すると思われ
るからである。それは例えばバルトロメオ・ディ・
フルオズィーノのデスコ・ダ・パルト裏面の植物表
現、即ちより直接的に植物を観察し具体的に再現す
る喜びから成るジェンティーレ・ダ・ファブリアー
ノ的、ピサネッロ的ないしアンジェリコ的なものと
は異なり、ピサ大聖堂内の第一級の装飾芸術から与
えられたマサッチョへの影響の大きさにつき物語る
ものと思われる。
古代異教のエローティより変身し、もはや無翼と
なり地上にたくましく生きる裸体の童児、草むらで
忠実の象徴である犬と遊び興ずる童児、それは愛、
自由、友情の時代の象徴、より人間的な新時代到来
の象徴とも思われる。マサッチョがブルネッレスキ、
ドナテッロと共に 1426年ピサの帝墓を見極め、その
芸術の力強さの根幹として認識したフィオーレのヨ
アキム的理念、即ち父と子に続く聖霊、第三の段階、
新時代到来への熱き希求、精神的再生の理念を自ら
も受け容れ、それを象徴するたくましき裸体の童児
をデスコ・ダ・パルトの裏面（図 2）に提示したので
はなかろうか。帝墓の根底にかかる精神の輝き、大
いなる希望の理念が介在することを窮極的に理解
し、共鳴すればこそマサッチョはデスコ・ダ・パル
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トという新生命、即ち新時代の祝いの芸術、その表
面（図 1）の誕生の場の表現自体の中にむしろ死、犠
牲、血、悲愴をも訴えるピサの帝墓から来る種々の
要素を自ら積極的に導入し、陰影、奥深い感興、メッ
セージ性に富む芸術作品として行ったのでもあると
思われる。
ルネッサンスというより人間的な時代のまさに芸
術上の象徴形式として、無翼裸体の童児の表現は十
四世紀末のポルタ・デッラ・マンドルラ（注 36）を
導入口としながら 1430年代にドナテッロ及びル
カ・デッラ・ロッビアのカントリーア（注 37）、モン
テプルチャーノのミケロッツォ作アラガッツィの墓
（注 38）、カスティリオーネ・ドロナのマゾリーノに
よるフレスコ画（注 39）、マサッチョの弟ロ・スケッ
ジャ提出の原図によるフィレンツェ大聖堂北祭器室
の木製収納箪笥デザイン（図 30）（注 40）にめざま
しく登場し、やがて 1449年アンドレア・デル・カス
ターニョのレンニャイアに於ける〝著名人達"のフ
レスコ画を飾り（図 31）（注 41）、1460年代後半には
ジュリアーノ・ダ・マイアーノの企画によるフィレ
ンツェ大聖堂北祭器室のさらなる装飾化で木彫の一
連の傑作を生み出すのである（注 42）。だがポルタ・
デッラ・マンドルラ、1430年代の三つの彫刻モニュ
メント、そしてジュリアーノ・ダ・マイアーノ企画
の北祭器室木彫に関しそれらの裸体の童児表現がピ
サの帝墓芸術からそもそも来るものであることを在
来より私は強調して来た（注 43）。又レンニャイアの
カスターニョ作群像画もピサの帝墓付属祭壇上の三
肖像から発するものとの見解を示していた（注 44）。
こうして見て来るとマサッチョにより、そして恐ら
くその影響下同時期にバルトロメオ・ディ・フルオ
ズィーノによりなされたデスコ・ダ・パルト裏面の
無翼の裸体男児の表現は私的で小規模な絵画であり
ながら、ルネッサンスがよりモニュメンタルな彫刻
や絵画で、ピサの帝墓芸術の根幹に介在していた
フィオーレのヨアキム的理念――第三、聖霊、即ち
幼児の段階到来への願望――に基づきその象徴とし
て続々エネルギッシュな裸体の童児表現を展開して
行くことへの正に突破口を演じたという重要な点が
理解されて来るのである。
６．マサッチョの作を反映したロ･スケッジャ
の二つのデスコ・ダ・パルト
マサッチョの弟ジョヴァンニ・ディ・セール・ジョ
ヴァンニ、通称ロ・スケッジャ（1406～86年）は長
持ち（カッソーネ）の前面をしばしば描いたが、デ
スコ・ダ・パルトをも手がけ、ニューヨークにある、
ロレンツォ豪華王の誕生に際し、1449年に制作した
と考えられるものは代表例である（注 45）。ところで
ベルリン在のマサッチョのものを反映するロ・ス
ケッジャの初期のデスコ・ダ・パルトがパリのジャ
クマール・アンドレ美術館（図 32）（注 46）に、又
円熟期のものとしてフィレンツェのパラッツォ・ダ
ヴァンツァーティ（図 33、34）に存在している（注
47）。そしてマサッチョの実弟によるこれら二作品を
考察することを通じても既にマサッチョ作のデス
コ・ダ・パルトで見極められたピサの帝墓から来る
影響につき再確認出来るのではないかと思われる。
パリの円型デスコ（図 32）はベルリンのものの表
面（図 1）とほぼ同様に教会回廊の様子がやはり線遠
近法の精緻な展開により表わされている。ここでも
右側のアーチの奥に寝所が設けられ、母親が床につ
き、乳児を抱く女性が手前に表わされている。主た
る変更点として、ベルリンでは左のアーチ内に五名
の男性の立ち姿が登場したのに、その度は中央アー
チの手前に六名の男性群が登場、五名からなる女性
群は姿を消している。これはピサの帝墓の二階層で
皇帝座像を挟み五名ではなく実は六名の男性立像が
登場したということをより忠実に反映したものとし
て認めるべきと思う。そして注目すべきは左手の回
廊のアーチ群を支える円柱が螺旋状のものから成っ
ており、又その他幾つかの角柱にはアカンサスの葉
の生い茂る様を示す装飾が施され、これらは帝墓の
一階層のアーチを支えた螺旋円柱（図 25）の反映と
思われるのである。
さてパラッツォ・ダヴァンツァーティ在の誕生盆
表面は市の門近くの広場で、三人が入り乱れて行う
庶民的な格闘技〝チヴェッティーノ"に興ずる三人
の若者（注 48）、それらを左右で見ているそれぞれ三
人ずつの身なりの良い男達が描かれている（図 33）。
さらにデスコの下方部分では手前の草むらが描か
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れ、仔犬が二人の童児とじゃれ合う様が登場する。
市門に向い背後には二人の男性が立っている。市門
は上下二重アーチを示し、開かれた扉ごしには市外
の道、木々の様相が遠近法的効果も豊かに遠く眺ま
れる。他方昨今洗浄され、その絵画内容が明白に甦
えったこの円形デスコの裏面（図 34）は（注 49）よ
り直接的にベルリンのデスコ、その裏面（図 2）に通
じて行くものである。二人の全裸の童児が草むらで
とっくみ合う様子が愛らしく表現されている。それ
ぞれ右手で相手の髪をつかむが、一人は左手で相手
の性器をつかみ、もう一人はつかまんとしている。
二人の左右に木が立ち、幹の上部には紋章を表した
楯がそれぞれ掛けられている。草むらの表現はベル
リンのマサッチョのものに極めて近い。それぞれの
植物は左右対称性を基調とする人為的表現となって
いる。ちなみに右の木に掛けられた鹿を表わす紋章
はベルリンの仔犬が示した上体のおこし方、前足の
ポーズに共通するのを見る。いずれにせよ裏面に仔
犬は登場しないが、表面の前景に二童児、恐らく裏
面の主人公たる二童児そのものが仔犬を相手にする
様子が描かれ、こうした点からもやはりベルリンの
ものとパラッツォ・ダヴァンツァーティのものには
濃厚な関連が認められるのである。後者の表面では
左、中、右に科学的遠近法の見事な展開を強調出来
るそれぞれアーチ状開口部を持つ建造物が描かれ、
ベルリンのものでアーチが左、中、右に広がる主構
図に通じている。デスコ表面下方の芝生の描き方に
しても両者は共通しているのである。
さて市門の扉が開け放たれる様を背後に描く中、
前面中央に表わされた格闘技に熱中する三人の若者
は、ピサの帝墓一階層の聖バルトロメオの祭壇上の
三立像が開閉自在式窓を背に存在していたことの反
映としてまずは印象づけられる。何故ならそれら三
立像は傭兵隊長父子（図 35）、即ち戦闘を職とする専
門家の肖像を含んでいたからでもある。デスコでこ
の主構図を左右に囲む計六人の身なりの良い男達は
帝墓第二層で皇帝座像を囲んだ計六体の廷臣立像の
反映と今思われる。その訳は先程見たパリのデスコ
で六名の身なりの良い男性の立ち姿を同様に解釈し
得るものとしていたからである。ロ・スケッジャに
於てこの度は立派な衣裳をまとった六男性の立つ姿
が帝墓二階の廷臣像配置をより直接的に反映し、主
像を挟み左右対称的にそれぞれ三名ずつ表現するに
至ったと考えられよう。そして表面の場面全体を背
後で統括する中央軸線上の二重アーチ門は三層構造
を強調しつつ二重凱旋門を訴えていたピサの帝墓
（図 13）をまさしく彷彿とさせるのである。ところ
で若者三人により興ぜられる格闘技の場面背後に立
つ二人の人物はかなり弱々しく年老いて見える。そ
して最前景の二童児と好対照をなすように思われ
る。ピサの聖バルトロロメオの祭壇上の三立像は傭
兵隊長父子の像を含み父と子に続く聖霊の段階、即
ち老人と若者に続く幼児の段階というフィオーレの
ヨアキム的ヴィジョンを表出していた。それ故ロ・
スケッジャの当デスコ・ダ・パルト表面に於ては奥
から手前に向い、老人、若者、幼児の段階を表わし
たとして解釈することが出来るのではなかろうか。
愛らしい裸体童児達の格闘遊技の様を迎える裏面
に表わされた二本の木の幹、そしてそこに吊された
紋章は帝墓一階層アーチを左右に支え、皇帝のシン
ボル、鷲をその頂に表わしていた二本の螺旋円柱を
象徴するが如くである。トンド上辺の円孤に沿う形
で幹の上の枝と葉が表わされるが、帝墓の螺旋円柱
上の柱頭がアーチを直接支えていた状態（図 13）を
反映するものと思われる。螺旋円柱では裸体のプッ
トの表現に混ざりヘラクレスの格闘場面も展開して
いた（図 25）。ティーノにより開始された、そしてマ
サッチョのデスコ・ダ・パルトでも採用された父、
子なる段階に続く聖霊の段階を象徴するたくましい
童児の表現、そのより充実した展開として弟ロ・ス
ケッジャはデスコ・ダ・パルト裏面で裸体童児の数
を倍化、表面に於ても二童児の動勢豊かな表現をな
して行ったのだと思われる。尚、兄マサッチョが古
代ローマの石棺前面に登場するイマーゴ・クリペ
アータを抱く一対のエローティからインスピレー
ションを得、無翼の裸体童児の表現を伴なうトンド
型式の誕生盆を打ち出したことに立ち帰り、一人で
はなく二人の童児を示した可能性、或いは又ピサに
於て第三の段階の主概念たる「愛」を強調していた
皇帝ハインリッヒ七世による〝善政"の象徴的モニュ
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メント、ティーノ作「慈愛」像（現フィレンツェ、
バルディーニ美術館蔵）（注 50）の二人の乳児表現へ
の想いが働いた可能性もあり得るであろう。
いずれにせよ兄マサッチョの芸術が明らかに影響
を与えた弟ロ・スケッジャの二枚のデスコ・ダ・パ
ルトの分析を通じ、そこにピサの帝墓からの影響が
色濃く展開することが確認出来たが、このことを通
じてもマサッチョのベルリンの作への帝墓の影響の
大きさについての我々の認識は尚も鮮明、確実なも
のとなって行くのである。
マサッチョ芸術の偉大さは決してモニュメンタル
な作品のみにて認識されるべきものではない。彼が
代表作と同じく、ティーノ作皇帝ハインリッヒ七世
の墓から多大の養分を吸収しその制作に心血を注い
だ「カジーニの聖母子」（図 36）並びに「生誕のデス
コ・ダ・パルト」（図 1、2）、これら二つの掛けがえ
なき小世界に於てもやはり存在感の大きさ、理念の
力強い表明が支配し、感動をもって我々の胸に迫り
来るのである。そしてこれらの私的な性格の強い作
品に於てはむしろ一層親密さの魅力が加わり、人間
性の時代ルネッサンスを或る種理想的に象徴する作
品として価値を輝かせるのである。
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3)マサッチョ、聖三位一体、フィレンツェ、サンタ・マリ
ア・ノヴェッラ教会（L.Berti,R.Foggi cit.,p.127）
4)パオロ・ウッチェッロ、動物とアダムの創造、サンタマ
リア・ノヴェッラ教会、キオストロ・ヴェルデ（G. Di
 
Cagno,Paolo Uccello,Firenze 1999.p.10）
5)パオロ・ウッチェッロ、イヴの創造、原罪、キオストロ・
ヴェルデ（G.Di Cagno cit.,p.11）
6)マゾリーノ、原罪、フィレンツェ、カルミネ教会ブラン
カッチ礼拝堂（U. Baldini, O. Casazza, La Cappella
 
Brancacci,Milano 1990,p.16）
7)ジョヴァンニ・トスカーニ、長持ち前面画、フィレンツェ、
バルジェッロ美術館（M.Gregori,S.Blasio,Firenze nella
 
pittura e nel disegno dal Trecento al Settecento,Amilcare
 
Pizzi 1994,p.15）
8)ドナテッロ、ヘロデ王の宴会、シエナ洗礼堂洗礼盤（L.
Grassi,Tutta la scultura di Donatello,Milano 1963,Tav.
42）
9 )ジョヴァンニ・ピサーノ、説教壇、ピサ大聖堂（E.Carli,
Il Pergamo del Duomo di Pisa,Pisa 1975,Tav.1）
10)ジョヴァンニ・ピサーノ、洗礼者ヨハネの誕生（E.Carli,
op.cit.,Tav.40）
11)ジョヴァンニ・ピサーノ、嬰児虐殺（E.Carli,op.cit.,Tav.
63）
12)ティーノ・ディ・カマイーノ、キリストの降誕、ピサ、
サンマッテオ美術館（F.Baldelli,Tino di Camaino,2007,
Fig.69）
13)ティーノ、ハインリッヒ七世の墓再構築案（團 1983年）
14)ティーノ作洗礼盤再構築案（基台部プラン）（團 1984年）
15)ティーノ作洗礼盤再構築案（團 1984年）
16)ティーノ、帝墓石棺及び横臥像、ピサ大聖堂（アリナー
リ）
17)ティーノ、ハインリッヒ七世及び廷臣群像（アリナーリ）
18)ピサ洗礼堂外壁（A.Caleca,La Dotta Mano Il Battistero
 
di Pisa,Bergamo 1991,p.16）
19)マゾリーノ、イマーゴ・クリペアータ、フィレンツェ、
カルミネ教会ブランカッチ礼拝堂（L. Berti, R. Foggi,
op.cit.,p.85）
20)古代ローマ石棺、ピサ、カンポサント（Arias,Cristiani,
Gabba,Camposanto monumentale di Pia Le Antichita?,
Pisa 1977,Tav.LXX）
21)古代ローマ石棺、ピサ、サンパオロ・ア・リーパ・ダル
ノ教会外壁
22)バルトロメオ・ディ・フルオズィーノ、デスコ・ダ・パ
ルト表面、ロンドン、個人蔵（R.J.M.Olson, The Flor-
entine Tondo,Oxford University 2000,Fig.I.16,a）
23)同裏面（R.J.M.Olson,op.cit.,Fig.I.16,b）
24)ドナテッロ、グエルフ堂のタベルナーコロ、フィレン
ツェ、オルサンミケーレ教会外壁
25)ティーノ、螺旋円柱、ピサ、大聖堂付属美術館
26)ティーノ、石板、バンニョ・ア・リポリ、個人蔵
27)ティーノ、石板、個人蔵
28)紀元二世紀、ローマのネプチューンの神殿よりの石板（ピ
サ大聖堂内陣障壁裏面）、ピサ、大聖堂付属美術館（A.
Peroni (a cura di), Il Duomo di Pisa, Modena 1995,
Atlante 1802）
29)グリエルモ工房作ピサ大聖堂内陣障壁表面、ピサ大聖堂
付属美術館（A.Peroni,cit.,Atlante 1865）
30)ロ・スケッジャ原図による木製箪笥、フィレンツェ大聖
堂北祭器室（L.Bellosi,M.Haines,Lo Scheggia,Firenze,
Siena,1999,fig.56）
31)カスターニョ、レンニャイアのカルドゥッチ家別荘フレ
スコ〝著名人達"、フィレンツェ、サンタポローニャの食
堂（M.Salmi,Andrea del Castagno,Novara 1961,Fig.
50）
32)ロ・スケッジャ、デスコ・ダ・パルト、パリ、ジャクマー
ル・アンドレ美術館（L.Bellosi,M.Haines,op.cit.,fig.
21）
33)ロ・スケッジャ、デスコ・ダ・パルト表面、フィレンツェ、
パラッツオ・ダヴァンツァーティ（L.Cavazzini,Il fratel-
lo di Masaccio Giovanni di Ser Giovanni detto lo Scheg-
gia,Firenze,Siena 1999,p.73）
34)同裏面（L.Cavazzini,op.cit.,p.75）
35)ティーノ、フランチェスコ・デッラ・ファジョーラ像破
片、個人蔵
36)マサッチョ、カジーニの聖母子、フィレンツェ、ウッ
フィーツィ美術館（L.Berti,R.Foggi,op.cit.,p.75）
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